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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、保育施設に通う乳幼児の情報をもとに、保育施設に必要な備蓄内容
と、アレルギーや薬剤、食事形態、避難時の配慮などを自動算出し、リアルタイムに更新することができる「災
害に備えた保育施設備蓄システム」の開発である。
本システムは、保育施設毎にQRコードを発行し、乳幼児の保護者に回答してもらう形式とした。システムは、①
スタート画面：個人情報保護に関する方針(プライバシーポリシー）、②個人情報入力画面：乳幼児の氏名・年
齢等、オムツ利用・授乳・離乳食の詳細、アレルギーや疾患の詳細等で構成した。回答データは、保育施設毎・
項目毎に集計され、備蓄の必要数を数値化して出力できるものとした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop a "disaster preparedness system 
for childcare facilities" that can automatically calculate and update in real time the details of 
stockpiles required for childcare facilities, allergies, medications, meal patterns, evacuation 
considerations, and so forth based on information on infants attending childcare facilities.
In this system, a QR code is issued to each childcare facility and parents of the infants are asked 
to respond. The system consists of the following: (1) a start screen: policy on personal information
 protection (Privacy Policy); and (2) a personal information input screen: name and age of infant, 
details of diaper use, breastfeeding, baby food, details of allergies and diseases, and so forth. 
The response data were tabulated by daycare facility and item, and the required number of stockpiles
 and so forth could be outputted in numerical form.

研究分野：助産学、災害看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
乳幼児は、災害による水・食糧不足、ストレスや生活変化により多様な精神・身体症状を引き起こしやすく成
長・健康面に影響をもたらしやすい。
よって、心身の成長の基盤となる乳幼児期の子どもに対する災害時の備えを平常時から整備することは不可欠で
あり、災害への備えとして、子どもの実情に合った物資の備蓄や体制整備は喫緊の課題であると言える。本研究
で開発した「災害に備えた保育施設備蓄システム」を活用することで、乳幼児特有のニーズや成長段階に合わせ
た保育施設の備蓄に貢献できると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、線状降水帯による豪雨被害、南海トラフ地震や首都直下型地震発生の切迫性が指摘され

ている。また、地球温暖化に端を発した局地的な豪雨（Yamada et al、2017）による河川氾濫や

土砂崩れによって保育施設が被災するケースが生じている。 

 2011 年の東日本大震災以降、地震による保育施設や乳幼児への被害が深刻である。東日本大

震災では、岩手、宮城、福島県の 755 の保育施設が被災し、3人の乳幼児が犠牲となった（民主

教育をすすめる宮城の会、2011）。2016年の熊本地震の発生は前震、本震ともに夜間であったた

め、保育施設内での子どもの被災は免れたが、休園や暫定的な環境での保育業務が続き、子ども

の体調不良、音や揺れへの過敏な反応、落ち着きのなさ、親と離れられない等の症状が出現した

（丸谷他、2019）。 

いつ発生するかわからない災害に対し、乳幼児にとっての安全を考える場合、保育施設での生

活を考慮した防災対策を進めることは必要な「備え」であるといえる。 

一方、約 2 人に 1 人が何らかのアレルギー疾患に罹患していると言われてるわが国にお

いて、アレルギー対応食材の備蓄は 40％程度にとどまっており（内閣府、2015）、災害時にア

レルギーをもつ乳幼児が避難しても安全な食事を確保できない可能性がある。乳幼児は災害に

より心身ともに多大な影響を受けやすく、乳幼児期の子どもに対する災害時の備えを平常時か

ら整備することは不可欠であり、災害への備えとして、子どもの実情に合った物資の備蓄や体制

整備は喫緊の課題である。また、乳幼児の備えは、消化機能に応じた食事形態やアレルギーの有

無といった個々のニーズを反映する必要がある。保育施設が可能な範囲で備蓄しているとはい

え、乳幼児の成長に伴う状態変化や多様なアレルゲンへの対応をリアルタイムに反映させるこ

とは困難である。 

以上より、本研究では、北陸地方の A 市をモデル地区とし、市内の保育施設に通う乳幼児が

災害時に必要とする備えの内容・量および配慮を明らかにすることとした。次に、保育施設とし

て備えておくべき項目をリスト化し、その項目を基とした備蓄システムを開発することで、乳幼

児特有のニーズや成長段階に合わせた保育施設の備蓄が実現すると考えた。 
 
２．研究の目的 
保育施設に通う乳幼児の情報をもとに、保育施設に必要な備蓄内容とアレルギーや薬剤、食事

形態、避難時の配慮等を自動算出し、リアルタイムに更新することができる「災害に備えた保育

施設備蓄システム」の開発を目的とした。 
 
３．研究の方法 
（1）保育施設に通う乳幼児が災害時に必要とする備えの内容、量、配慮の実態と課題を明らか

にした。 

対象：モデル地区（A市）の保育所・認定こども園・幼稚園（以下保育施設）に通う乳幼児    

の保護者 1300 名。 

調査方法：助産師、災害看護専門家、保育士等で構成するメンバーで作成した調査用紙によ  

る自記式質問紙調査を行った。 

調査内容：①保護者の基本属性、②乳幼児の基本属性、③乳幼児の既往歴、薬剤・アレルギ  

ーの有無と内容、④食事状況（食事形態、授乳の有無等）、⑤排泄状況（オムツの

使用等）、⑥特別な配慮や必要な支援内容、⑦災害への不安、⑧災害への備え等 



（2）分析結果から作成した備蓄リスト案を基に研究者間で協議し、保育施設が備蓄しておくべ

き内容を精錬した。また、乳幼児の成長段階やアレルギー、配慮等を包含した保育施設の備

蓄内容について協議し、備蓄リストを完成した。乳幼児の薬剤に関しては薬価基準収載品目

リスト及び後発医薬品に関する情報（厚生労働省、2023）から、区分・薬価基準収載医薬品

コード・成分名・規格・品名等を対象疾患名と紐づけした。 

作成した保育施設の備蓄リストをシステムの設計内容とした。 

 
４．研究成果 
（1）開発したシステムは以下のとおり構成した。 
     URL や QR コードを記載した依頼書を保護者に配布して、回答をしてもらう。 

【保護者画面】 

① ログイン画面 

② 個人情報保護に関する方針（プライバシーポリシー） 

③ 乳幼児の基本情報（氏名、年齢、食事形態等） 

④ 乳幼児のアレルギー情報（アレルギーの有無、種類、治療と対応） 

⑤ その他の疾患・配慮等（内容、治療や薬剤の種類・量等） 

⑥ 回答確認、修正画面 

⑦ 終了画面 

【管理画面】 

 入力データの集計結果を表示する機能を付した。 

① 管理者用ダッシュボード（全体の状況を確認）、保育施設用ダッシュボード（当該保育施   

設の状況のみ確認可能） 

② 回答数・回答率、項目別数量、自由回答表示 

③ 各保育施設の在庫数、必要備蓄数の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）システムの評価 

・ 機能テスト：設計通りに機能するかを丹念にチェックした。 

・ 性能テスト：ユーザーが快適に使用できるよう、可読性（文章の読みやすさ）、視認性  

（文字の認識のしやすさ）、判読性（誤読のしにくさ）、操作容易性（入力操  

作のしやすさ）の視点で確認し、改善を図った。 

上記テストの結果を基に研究者間で検討を重ね、以下の改善を図った。 

・ 子どもの状態は選択肢でほぼ網羅できるが、選択肢以外の少数の内容に関しても「そ 

の他」でフリー入力し、データ化できるようにした。 

・ データを統合するために入力データの単位を工夫した。 

図 1 乳幼児のアレルギー情報 
 入力画面の一部 



・ アレルギーや疾患等を選択することで該当する薬剤、治療等のみが表示され、より選 

択しやすいようにした。 

 

本システムは、保育施設において、乳幼児特有のニーズや成長段階等に合わせた備蓄を実現す

る一端を担うと考える。今後は、システムユーザー管理、入力データ（個人情報）の暗号化とい

ったセキュリティ対策、サーバー環境構築を講じ、本システムの運用に向けて取り組んでいきた

いと考える。 
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